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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第66期

第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間

自　平成24年
４月１日

至　平成24年
９月30日

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
９月30日

自　平成24年
４月１日

至　平成25年
３月31日

売上高 (百万円) 46,108 48,718 93,502

経常利益 (百万円) 662 731 1,337

四半期(当期)純利益 (百万円) 252 426 763

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △258 956 1,157

純資産額 (百万円) 15,665 17,711 16,918

総資産額 (百万円) 51,510 49,173 51,567

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 10.11 17.11 30.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.4 36.0 32.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,432 1,964 1,740

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 69 16 △97

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △238 △1,174 △1,411

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 5,379 5,220 4,382

　 　 　 　 　

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間 　

会計期間

自　平成24年
７月１日

至　平成24年
９月30日

自　平成25年
７月１日

至　平成25年
９月30日 　

１株当たり四半期純利益 (円) 4.21 7.72
　

(注) 1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

     2  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導による経済・金融政策への期待感からの

円安や株価の上昇により企業収益や個人消費も緩やかながら持ち直してまいりました。

　当社グループに関係の深い化学工業界につきましては、円安基調に伴う輸出環境の改善は浸透してき

ているものの、国内製造業においては輸入原材料価格の上昇、製品価格の下落等、市場構造に大きな変

化はみられず、依然として先行き不透明な状態が続いております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き化学品と機能材の二事業を基軸とす

る経営を推進するとともに、東アジア地域を中心とした海外取引の拡大と再生可能エネルギー関連資材

の販売等、環境関連ビジネスの強化に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高48,718百万円（前年同四半期比5.7％増）、

営業利益657百万円（同11.3％増）、経常利益731百万円（同10.5％増）、四半期純利益426百万円（同

69.2％増）となりました。

　

　　セグメント別の概況は次のとおりであります。

　
化学品事業

無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダ及び硫酸は減収となりましたが、脱硫用途の水酸化

マグネシウムは増収となりました。官公庁向けの活性炭は猛暑の影響もあり増収となりましたが、水処

理薬剤のポリ塩化アルミニウムは減収となりました。また、洗剤用途のソーダ灰は需要の減少により減

収となりました。

　有機薬品につきましては、製紙用ラテックス、エチレングリコール及び機能性溶剤は増収となりまし

たが、建築用シリコーン及び製紙向けの加工でんぷん類は減収となりました。

　この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ0.6％減の32,934百万円、セ

グメント利益（営業利益）は前年同四半期に比べ2.0％増の1,129百万円となりました。
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機能材事業

合成樹脂につきましては、ポリプロピレン樹脂は増収となりましたが、工業用製品はメーカー撤退が

要因となり減収となりました。

　また、フィルム類につきましてはポリプロピレンフィルム、ポリエチレンフィルム及びナイロンフィ

ルムが増収となりました。

　機器類につきましては、太陽光パネル等の電気関連機器は大幅に増収となりましたが、回転機器及び

化学装置関連機器は減収となりました。

　その他の資材につきましては、地盤改良用のグラウト材料及び飛灰用のキレート剤は復興需要もあり

増収となりました。

　この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同四半期に比べ20.9％増の15,119百万円、セ

グメント利益（営業利益）は前年同四半期に比べ94.4％増の396百万円となりました。

　
その他事業

その他事業につきましては、連結子会社の曹達日化商貿(上海)有限公司の増収により、売上高は前年

同四半期に比べ42.6％増の664百万円、セグメント利益（営業利益）はPT.SODA NIKKA INDONESIA の販

管費が増加したことにより、前年同四半期に比べ50.6％減の４百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,394百万円減少し、

49,173百万円となりました。

　増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が797百万円、投資有価証券が830百万円それぞれ増加

し、受取手形及び売掛金が2,765百万円、商品及び製品が1,244百万円それぞれ減少いたしました。負債

の部では、繰延税金負債が377百万円増加し、支払手形及び買掛金が2,310百万円、短期借入金が1,000

百万円それぞれ減少いたしました。純資産の部では、その他有価証券評価差額金が478百万円増加いた

しました。
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(3)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度末に比べ838百万円増加し、5,220百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は1,964百万円（前第２四半期連結

累計期間比532百万円増）となりました。これは税金等調整前四半期純利益が731百万円でありました

が、売上債権の減少が2,918百万円、たな卸資産の減少が1,258百万円、仕入債務の減少が2,316百万

円、法人税等の支払額が259百万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は16百万円（前第２四半期連結累計

期間比53百万円減）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出82百万円、敷金及び保

証金の差入による支出213百万円、敷金及び保証金の回収による収入306百万円等によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は1,174百万円（前第２四半期連結

累計期間比936百万円減）となりました。これは主に短期借入金の返済による支出1,000百万円及び配

当金の支払額163百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ソーダニッカ株式会社(E02635)

四半期報告書

 6/21



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,168,000 同左
東京証券取引所　　
市 場 第 一 部

単元株式数は
1,000株であります。

計 25,168,000 同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 25,168 ― 3,762 ― 3,116
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(6) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,215 4.83

旭硝子株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目５番１号 1,124 4.47

セントラル硝子株式会社 東京都千代田区神田錦町３丁目７番地１ 1,124 4.47

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,100 4.37

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 1,091 4.34

株式会社ＡＤＥＫＡ 東京都荒川区東尾久７丁目２番35号 972 3.86

ソーダニッカ従業員持株会 東京都中央区日本橋３丁目６番２号 839 3.33

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 790 3.14

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町１丁目10番地 534 2.12

ゴールドマンサックスインター
ナショナル
（常任代理人 ゴールドマン・
サックス証券株式会社）

133　FLEET　STREET　LONDON　EC4A　2BB,
UK
（東京都港区六本木６丁目10番１号）

513 2.04

計 ― 9,305 36.97
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

― ―
普通株式　 217,000

完全議決権株式(その他)
普通株式　      

24,784 ―
24,784,000

単元未満株式 普通株式  167,000 ― ―

発行済株式総数 25,168,000 ― ―

総株主の議決権 ― 24,784 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権１個）

が　

　　含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式189株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）  東京都中央区日本橋
217,000 ― 217,000 0.86

ソーダニッカ株式会社 三丁目６番２号

計 ― 217,000 ― 217,000 0.86

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２.　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,423 5,220

受取手形及び売掛金
※ 33,738 30,972

商品及び製品 4,426 3,181

その他 313 387

貸倒引当金 △73 △75

流動資産合計 42,828 39,685

固定資産

有形固定資産 1,484 1,506

無形固定資産 218 210

投資その他の資産

投資有価証券 6,262 7,093

その他 963 743

貸倒引当金 △190 △66

投資その他の資産合計 7,036 7,770

固定資産合計 8,739 9,488

資産合計 51,567 49,173
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 25,874 23,564

短期借入金 6,000 5,000

未払法人税等 268 338

引当金 263 261

その他 698 366

流動負債合計 33,104 29,530

固定負債

繰延税金負債 204 581

退職給付引当金 534 545

その他 806 805

固定負債合計 1,544 1,932

負債合計 34,649 31,462

純資産の部

株主資本

資本金 3,762 3,762

資本剰余金 3,130 3,130

利益剰余金 8,957 9,221

自己株式 △58 △59

株主資本合計 15,791 16,054

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 993 1,471

繰延ヘッジ損益 13 △5

土地再評価差額金 116 116

為替換算調整勘定 3 73

その他の包括利益累計額合計 1,126 1,656

純資産合計 16,918 17,711

負債純資産合計 51,567 49,173
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 46,108 48,718

売上原価 43,071 45,504

売上総利益 3,037 3,213

販売費及び一般管理費

運賃諸掛 648 638

給料及び手当 628 652

賞与引当金繰入額 230 240

役員賞与引当金繰入額 19 21

退職給付費用 29 35

その他 890 968

販売費及び一般管理費合計 2,446 2,556

営業利益 590 657

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 82 84

貸倒引当金戻入額 22 12

その他 17 18

営業外収益合計 124 118

営業外費用

支払利息 39 29

売上割引 5 5

その他 8 9

営業外費用合計 53 44

経常利益 662 731

特別利益

移転補償金 16 －

特別利益合計 16 －

特別損失

投資有価証券評価損 248 －

事務所移転費用 6 －

特別損失合計 255 －

税金等調整前四半期純利益 422 731

法人税、住民税及び事業税 166 330

法人税等調整額 3 △25

法人税等合計 170 304

少数株主損益調整前四半期純利益 252 426

少数株主利益 － －

四半期純利益 252 426
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 252 426

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △492 477

繰延ヘッジ損益 △8 △18

為替換算調整勘定 △9 70

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △510 530

四半期包括利益 △258 956

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △258 956

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 422 731

減価償却費 72 77

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △121

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9 10

受取利息及び受取配当金 △84 △87

支払利息 39 29

投資有価証券評価損益（△は益） 248 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,352 2,918

たな卸資産の増減額（△は増加） △114 1,258

仕入債務の増減額（△は減少） △1,600 △2,316

その他 285 △315

小計 1,588 2,185

利息及び配当金の受取額 84 88

利息の支払額 △47 △51

移転補償金の受取額 16 －

移転費用の支払額 △6 －

法人税等の支払額 △202 △259

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,432 1,964

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △32 △82

無形固定資産の取得による支出 △7 △28

投資有価証券の取得による支出 △8 △9

敷金及び保証金の差入による支出 △4 △213

敷金及び保証金の回収による収入 47 306

その他 76 42

投資活動によるキャッシュ・フロー 69 16

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △5 △1,000

配当金の支払額 △173 △163

その他 △59 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △238 △1,174

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,252 838

現金及び現金同等物の期首残高 4,126 4,382

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 5,379 ※ 5,220
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会

計年度末残高に含まれております。

　

　 前連結会計年度 当第２四半期連結会計期間

　 （平成25年３月31日） （平成25年９月30日)

受取手形      1,099百万円                ― 百万円

支払手形        150百万円                ― 百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日

 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

 至 平成25年９月30日)

現金及び預金                5,387百万円                5,220百万円

預入期間が３か月を超える定期預金                  △7百万円                  ― 百万円

現金及び現金同等物                5,379百万円                5,220百万円
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(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

　
　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日
取締役会

普通株式 174 7.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　
２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 162 6.50 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

　
　１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
取締役会

普通株式 162 6.50 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　
２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月６日
取締役会

普通株式 162 6.50 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 33,139 12,503 465 46,108 ― 46,108

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 166 166 △166 ―

計 33,139 12,503 632 46,275 △166 46,108

セグメント利益 1,107 203 8 1,320 △729 590

（注）1. セグメント利益の調整額△729百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

　Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２化学品事業 機能材事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 32,934 15,119 664 48,718 ― 48,718

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 335 335 △335 ―

計 32,934 15,119 1,000 49,053 △335 48,718

セグメント利益 1,129 396 4 1,530 △872 657

（注）1. セグメント利益の調整額△872百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10.11円 17.11円

 （算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 252 426

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 252 426

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,962 24,952

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２ 【その他】

第67期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年11月６日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

(1)配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　162百万円

　(2)１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　６円50銭

　(3)支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   平  井　　   清　    ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士    木　 下        洋   　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月12日

ソーダニッカ株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
ソーダニッカ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソーダニッカ株式会社及び連結子会社の平
成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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